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２０１６年４月１９日 

各 位 

積水化学工業株式会社 

 

「カーボンナノチューブ温度差発電シート」実証実験開始について 

・奈良先端科学技術大学院大学との共同研究成果 

・１８年度の製品化を目指し、パートナーの探索に着手 

 

 

 積水化学工業株式会社（社長：髙下貞二、以下「当社」）の高機能プラスチックスカンパニ

ー（プレジデント：加藤敬太）は、奈良先端科学技術大学院大学 物質創成科学研究科 光情報

分子科学研究室の河合壯（かわいつよし）教授、野々口斐之（ののぐちよしゆき）助教ら（以

下、「奈良先端大」）が取り組む「カーボンナノチューブ熱電変換材料（以下、ＣＮＴ熱電材料）」

の開発に参画しています。 

去る３月３０日、同大学よりＣＮＴ熱電材料の開発の進展について発表＊１されたところです

が、当社は、このＣＮＴ熱電材料を活用した「カーボンナノチューブ温度差発電シート（以下、

ＣＮＴ温度差発電シート）」を試作し、有機系従来品と比較して大幅な性能向上が見込めるこ

とを確認しました。 

これをふまえ当社は、開発品サンプルの提供など実用化に向けた実証実験を開始し、さらな

る性能向上を進めるとともに、デバイス開発・生産プロセス・アプリケーションなどサプライ

チェーンの各段階におけるパートナーの探索を進め、２０１８年度の製品化を目指します。 

＊１：http://www.naist.jp/pressrelease/detail_j/topics/2294/ ご参照 

 

１．ＣＮＴ温度差発電シートについて 

 ＣＮＴ温度差発電シートは、半導体性ＣＮＴの両端に温度差を与えると電力が発生する現象

（ゼーベック効果）を利用した発電デバイスです。 

 

図１：ＣＮＴ温度差発電シートの基本構造と発電の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今般、奈良先端大から発表された技術は、熱電変換性能と耐久性に優れたｎ型半導体性ＣＮＴ

を実現し、ＣＮＴ温度差発電シートの実用化を大きく前進させるものです。ＣＮＴ温度差発電シ

ートは、生活環境等の身近な温度領域での発電が可能で、温度差を利用したエネルギーハーベス

ティングへの利用が期待されます。 

 また、ＣＮＴ温度差発電シートは、鉛、テルル等の毒性物質を全く含まないため、環境親和性

の高い発電デバイスといえます。 

 
不織布化したＣＮＴ
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当社は、当社が有するナノ材料分散技術、化学修飾技術、成膜技術などの技術を生かして、発

電シートとしての実証実験可能なサイズのＣＮＴ不織布(写真１)作製に成功しました。さらに、

このＣＮＴ不織布から個片化された素子をフィルム基板上に配列した温度差発電シートのサン

プルを提供しています（写真２）。 

 当社の試作したＣＮＴ温度差発電シートの特徴は、 

 

１．薄型、軽量、フレキシブル 

２．低温度領域で発電が可能（高温側：５０℃～１５０℃） 

３．毒性物質不使用 

 

であり、現在の試作品において、以下の性能を達成しています。 

 

出力特性：（ΔT= 50 ℃、ＣＮＴ素子 100 対） 

          Voc：250mV 

          Isc：7.6mA 

          Pmax：475μW 

寸法：123 ㎜×68 ㎜×2㎜ t（最厚部）リード線除く 

重量：5g 以下 
※データは、参考値です。構造は、変更されることがあります。 

（参考情報） 

・奈良先端科学技術大学院大学と当社との共有特許 

【特許番号】特許第 5768299 号(P5768299)  
【発明の名称】「ドーパントの選択方法、ドーパント組成物、カーボンナノチューブ－ドーパン

ト複合体の製造方法、シート状材料およびカーボンナノチューブ－ドーパント複合体」 

 

２．ＣＮＴ温度差発電シートの用途展開・製品化目標について 

  開発中のＣＮＴ温度差発電シートは現在のところ、ワイヤレスセンサー向けのエネルギーハ

ーベスティング用途を想定しており、特に、乾電池やＰＶでは対応困難な「高温多湿な環境下

で定期的な交換・診断が難しく、かつ昼夜問わず常時監視の必要な設備のセンサー用電源」の

用途を想定しています。具体的には、 

 ・ビルディングや大型商業施設の地下施設、空調配管、エレベーターシャフト 

・工場、大型倉庫 

・輸送機器（コンテナ、船舶等） 

などで、ＣＮＴ温度差発電シートの特徴が活かされると考えられます。 

当社は、２０１８年度のＣＮＴ温度差発電シートの製品化に向けて、デバイス開発・生産プ

ロセス・アプリケーションなどサプライチェーンの各段階におけるパートナーの探索を進めて

いきます。 
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図２：サプライチェーン 

写真２：発電シート試作品外観 

写真１：ＣＮＴ不織布外観 

＜本件についての問い合わせ先＞ 

積水化学工業株式会社 経営戦略部 広報グループ  中村 TEL:03-5521-0522 


